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第１章 計画策定の主旨  
１-１ 背景及び目的 

町では、町内の路線バスと小中学校のスクールバスを連携させた運行方法として、坂上地区において

新たな輸送サービスの試験運行を開始しました。今後、大戸線との乗換え拠点として設置した「さかう

え拠点バス停（旧坂上小学校跡地）」について、交通結節拠点としてのみならず地域での暮らしと交流の

中心となる地域拠点の整備を目指しています。 

本計画は、さかうえ拠点バス停における拠点整備にあたり、拠点整備の基本設計・詳細設計に向けた

基本的な計画策定を行うことを目的とします。 

 

１-２ 計画の位置付け 

本計画は、下図に示すとおり、東吾妻町地域公共交通計画（令和４年３月策定）と整合を図ると共に、

町の最も基本となる東吾妻町第２次総合計画や関連計画と連携して構築します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 上位・関連計画との関係 
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第２章 計画与件・現地の状況の把握 
２－１ 上位・関連計画の整理 

公共交通の利用促進に関係する上位計画や関連計画の内容は次のとおりです。 

①上位計画  
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① 関連計画 

・東吾妻町人口ビジョン、東吾妻町第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東吾妻町都市計画マスタープラン 
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・東吾妻町地域公共交通計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東吾妻町過疎地域持続的発展計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東吾妻町地域福祉計画・地域福祉活動計画 
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２－２ 計画地の概況 

町では、坂上地区において、路線バスとの連携を図り、定時定路線とデマンド運行の併用を実現し地

域の実情に合わせた運行形態を導入しています。また、以下の「水仙ちゃんバスご利用ガイド」により

地域住民へバス利用の促進を積極的に促しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典:東吾妻町 HP） 
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①さかうえ拠点バス停の位置 

さかうえ拠点バス停は、国道４０６号と（主）中之条東吾妻線が交差する大戸交差点から西に約２ｋ

ｍに位置にあり、坂上公民館・坂上小学校などの公共施設と共に生活・地域コミュニティとしての拠点

形成が期待されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②さかうえ拠点バス停周辺の交通動線 

坂上地区では、4 路線（大戸線、権田萩生線、大柏木線、須賀尾線）が運行されており、令和 3 年 1

月8日から路線バスとスクールバスが連携した新たなバス輸送サービスを行っています。 

また、さかうえ拠点バス停周辺には、坂上公民館バス停、さかうえ児童クラブ前バス停が存し、生活・

地域コミュニティとしての拠点形成に重要な役割を担っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大戸交差点 

至長野原町 

至中之条町 

至高崎市 

図 ２ さかうえ拠点バス停位置図 

図 ３ さかうえ拠点バス停周辺交通動線図 
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③さかうえ拠点バス停周辺の道路現況 

さかうえ拠点バス停へアクセスする国道４０６号では、当該拠点の西側端部（A）からS字カーブ

となっており視認性に課題があります。このため、当該拠点から国道４０６号への出入りする場

合、Aの位置よりも、そこから東側に一定の距離を確保したB地点の方が視認性が良いため安全性の

向上が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４ さかうえ拠点バス停周辺道路現況図 
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２－３ 現地調査 

現地調査状況を次のとおり示します。（令和４年１１月１４日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧坂上小学校入口付近 

（入口から西方面への視認性が悪い道路形状となっている） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

待合所の様子 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地全景概況 
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第３章 住民・関係者等の意向把握 
３－１ 住民の意向把握 

坂上地区住民のさかうえ拠点バス停（旧坂上小学校跡地）への意向・要望について、令和３年度に 

実施した「坂上地区利用者アンケート調査結果」から、必要な施設・機能としては「商店・コンビ二 

」が最も多いことを把握しました。 

 

  （１）調査の概要 

表 1 調査概要 

項目 内容 

調査対象区域 東吾妻町坂上地区 

調査対象者 坂上地区の区⾧及び班⾧（１３３名） 

調査方法 アンケート調査票及び返送用封筒を対象者へ郵送 

調査期間 令和３年１２月～１月 

 

  （２）調査票回収結果 

表 2 調査結果概要 

項目 内容 

回収期間 令和３年１２月２４日（発送日）～令和４年１月７日（締切日） 

調査票発送数 １３３通 

調査票回収数 ７５通 

回収率 ５６．４％ 
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（３）必要な施設・機能 

表 3 坂上地区アンケート調査結果の分析概要 

項目 概要 
さかうえ拠点バ
ス停に必要な施
設・機能 

・「商店・コンビニ」と答えた方が最も多く、次いで「ガソリン
スタンド」「無料で使える休憩スペース」が多く選択された。 

・拠点整備にあたっては、「商店・コンビニ」を核とするととも
に、地区住民が休憩に使えるコミュニティースペースを設置す
る必要がある。 

・また、ガソリンスタンド需要は地域社会に直結する課題である
ことから、設置場所の検討が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－２ 交通事業者、有識者の意向調査 

交通事業者、有識者等に対して、さかうえ拠点バス停の機能及び機能のあり方についてヒアリング

を行いました。 

  主な意見としては、「移動販売車が停まれるようになると良い。」、「一般車については授業参観

等のイベント時に多くの利用が見込まれる。」、「不審者が入らないよう子供たちの安全対策が必

要。」、「横断歩道については撤去ではなく拠点入口を避け移設した方がよい。」などが挙がりまし

た。 
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商店、コンビニ
自動販売機（食品や生活用品）

薬局
診療所

飲食店、喫茶店
無料で使える休憩スペース

役場の出張所
郵便局

ガソリンスタンド
総合交通案内所

その他

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

図 ５ さかうえ拠点バス停への要望 
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第４章 さかうえ拠点バス停基本設計検討 
４－１ 所要室諸元・計画条件の検討 

住民ニーズ、交通事業者等へのヒアリング結果を踏まえ、所要室諸元・計画条件を次のとおり検討し

その結果を示しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《所要室諸元》 

《計画条件》 
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第５章 さかうえ拠点バス停基本計画  

５－１ 計画概要、基本計画図の作成 

前章で検討した計画条件等を踏まえ、次のとおり計画概要、基本計画図を作成しています。なお、

事業費の縮減を図るため、必要な機能は残し規模の圧縮・仕様の見直しを行っています。 

基本設計、詳細設計の段階でも、状況に応じ必要な見直しを行うことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《計画概要》 




